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　私には大好きな祖父母がいます。

　祖母は2018年の10月に、祖父は今年の1月に亡く

なりました。これは大好きな2人に向け、初めて書

く手紙です。

　かずちゃん、最後に会った時、21歳大学3年生だっ

た私は24歳社会人2年目になりました。あの時は将

来やりたいことも全然決まっていなくて、自分がど

んな仕事に就くか全く想像できていなかった。でも

ね、私は今JWセンターの職員として産業廃棄物の

適正処理と循環型社会の形成に向けて日々取り組ん

でいます。「え！まりちゃんすごいね！」って喜んで

くれるかな？
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　本号では、令和2年度のJWセンターの事業報告を掲載して

おります。新型コロナウイルス感染拡大の状況の中で、各種

事業に様々な影響がありましたが、対策や解決に向け取り組

んだノウハウを今後に活かし、信頼いただける事業を推進し

てまいります。

　「コラム」では、7月23日開幕の東京オリンピック・パラリ

ンピックの資源管理戦略をご紹介いただきました。次世代に

引き継ぐものとして、前回1964年は都市インフラの整備と

すれば、今回2021年では持続可能な社会をけん引する経済

社会システムの変革を掲げられています。

　「連載講義」では、廃棄物処理法の罰則について定義、規定

の拡充、環境法学視点からの考察も含めて、読者の方に分か

りやすく解説していただいております。

　「電子マニフェストユーザー事例紹介」では小川工業様の導

入例を紹介しています。社内説明会を実施され不明点があれ

ば社内で質問ができるよう体制をとられ、約4か月かけて電

子マニフェストを導入されています。導入検討の際の参考と

なれば幸いです。

　本誌の編集は緊急事態宣言期間と重なり、在宅勤務、移動

の自粛等により「産廃クローズアップ」の取材記事をお休み

しております。また、巻末の「近隣散策」では、当センター

（東京都千代田区）の近隣ではなく、埼玉県在住の広報室担当

者が訪れた場所を採り上げています。近代日本経済の礎を築

いた人物の生地についてエピソードを交えお届けします。

　最後になりましたが、ご多忙の中、記事をお寄せいただい

た執筆者の皆様、編集にご協力いただいた皆様、本誌を読ん

でくださった読者の皆様に心から感謝申し上げます。（広報室）

編 集 後 記

　しげちゃん、去年の3月に転院した時に1度会えた

きり。新型コロナウイルスの影響でそれ以降は、1

度も会うことができなかったね。会いたかった、社

会人になって楽しかったこともしんどかったことも

話したかった、ずっと我慢してきたのにね。せめて

最後に、もう1度だけ会いたかったね。しげちゃん

の姿をこの目で見たかったなぁ。

　正直、しげちゃんのことは今もまだ受け入れられ

ずにいるけど、私は何とかやってます。だからね、

たまには2人で会いに来てね。私、ずっと待ってるよ。

担当者スポット




